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１． はじめに 

無線通信の送信波を用いてレーダセンシングを同時に行

う無線通信・レーダ統合システムが研究されている．既提

案の OFDM (Orthogonal Frequency Division Multiplexing) 通

信・レーダ統合システム［1］では，ミスマッチドフィル

タ(Mismatched Filter; MMF) 受信がレーダのダイナミックレ

ンジ拡大に有効であることを確認した．しかし，送信機や

物標が移動する場合に発生するドップラーシフトがレーダ

検知性能に与える影響は不明であった．そこで本稿では，

この影響を計算機シミュレーションによって評価した． 

２． 評価 

図 1 のシステムにおいて，搬送波周波数𝑓c (Hz)で送信さ

れた信号は端末 2 で反射され，端末 1 はその信号を受信し

て MMF 検波を行う．端末 1 からみた端末 2 の相対速度が

𝑣rel (m/s)の場合，端末 1 はドップラー効果によって周波数

が𝑓D (Hz)シフトした信号を受信する．ここで𝑓D (Hz)は次式

で表される． 

𝑓D = 2𝑣rel𝑓c/𝑐0 (1)  

上式で𝑐0 (m/s)は電波の伝搬速度を表す．このドップラーシ

フトの影響を評価するためにシミュレーションを行い，相

対速度とサブキャリア間隔を変化させた場合のピーク対サ

イドローブ比 (Peak to Sidelobe Ratio; PSLR) を求めた．5G通

信仕様を基本として想定したシステム諸元を表 1に示す． 

３． シミュレーション結果 

レーダ受信にMF (Matched Filter) およびMMFを用いたそ

れぞれの場合の PSLRを図 2に示す．MFの PSLRはどの場

合も 13 dB 程度であり，ドップラーシフトの影響は小さい

ことが分かる．一方MMFでサブキャリア間隔が 120 kHzの

場合，相対速度が増加して𝑓Dが大きくなると PSLR は低下

する．また，サブキャリア間隔を広げていくと PSLR は低

下する傾向があるが，相対速度による PSLR への影響は小

さくなる．これは，サブキャリア間隔を広げた結果，ドッ

プラーシフトの影響は小さくなるものの，OFDM シンボル

長（レーダパルス長）が短くなって入力サンプル数が減少

したことにより，MMF のサイドローブ抑圧効果が減少す

るためと考えられる． 

４． むすび 

MMF 受信による OFDM 通信・レーダ統合システムにお

いて，ドップラーシフトがレーダ性能に与える影響を確認

し，この影響はサブキャリア間隔に依存することを示した． 
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図 1. OFDM通信・レーダ統合システム 

 

表 1 想定したシステム諸元 

搬送波周波数 𝑓c 28 GHz 

無線周波数帯域幅 380.2 MHz 

サブキャリア間隔 ∆𝑓 120 ∗ 𝐾 kHz (𝐾=1~8) 

評価 OFDMシンボル数 1 

対象物との距離 10 m 

小型バンのレーダ反射断面積 13 dBm2 

対象物の相対速度 𝑣rel 0, 50, 100, 140 km/h 

MMF応答長 3 symbols 

送受信標本化周波数 1.45 GHz 

ドップラー周波数 𝑓D 
0, 2.6, 5.2, 7.3 kHz 

(𝑣rel = 0, 50, 100, 140 km/h) 

 
図 2. PSLR-サブキャリア間隔特性 

参考文献 

［1］ 渡部颯人, 阿部友希, 山尾泰, ”ミスマッチドフィルタ受信

による OFDM通信・レーダ統合システムの基本検討,”  信学

技報, vol. 119, no. 416, SANE2019-98, pp. 7-12, 2020年 2月. 

Copyright © 2020 IEICE2020/9/15 〜 18　オンライン

 154

B-2-16 2020年電子情報通信学会通信ソサイエティ大会

（通信講演論文集1）


